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下関市産業振興課
令和8年度成長志向企業の経営力向上支援業務

下記URL、または二次元コードからお申込みください　

https://share-na2.hsforms.com/1mVS7e-jaRHCn0fRhr6Aw_Q3e00n

10/16 (金 )
17:00 まで

申込
期限

下関商工会館
3 階研修室
下関市南部町 21-19

日
時

会
場

経営課題の解決を加速する、外部人材活用という選択肢

「こんな人が社内にいてくれたら ...」

新規事業を推進できる人材、採用を強化できる人材、営業や広報を支援
できる人材。そんな経営者の右腕となる専門人材と出会う方法として、
副業・兼業人材の活用が広がっています。
新規事業、採用、営業、広報・マーケティング、人事制度構築など、
さまざまな経営課題を支える“右腕人材”の活用事例と成功のポイント
をご紹介します。

南田 修司 氏
NPO法人G-net 代表理事  

大谷 真奈美  氏

「ふるさと兼業」代表。副業・兼業人材のマッ
チングプラットフォームを運営し、これまでに
1,000名以上のマッチングを支援。地域企業
と都市人材をつなぐ事業や企業向け越境プ
ログラムの企画・運営に取り組んでいる。

老舗レインウェア・防水エプロンメーカーの
船橋株式会社にて採用・広報・新規事業開発
を担当。コロナ禍には医療用防護ガウン事業
をゼロから立ち上げ。副業・兼業人材の受入
れと、自ら兼業人材として活動する実践者。

セミナーで学び、実践へ。
下関の人事部では、
副業・兼業人材と企業をつなぐマッチング支援事業を実施します。
セミナーで活用方法や事例を学び、自社での活用イメージを具体化
したうえで、実際の人材活用につなげることができます。
外部人材の活用に関心のある企業の皆さまは、ぜひご参加ください。
マッチング支援事業への応募方法や支援内容の詳細については、
セミナー当日にご案内します。
※応募企業の中から選考のうえ支援企業を決定します。

登壇者

登壇者
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地域の企業の未来を支える「下関の人事部」へ。
令和6年度より、企業・支援機関が連携する「下関の人事部」の構築を推進。副業・兼業人材の活用促進から
スタートし、リスキリングや事業承継支援を加え、企業の持続的な成長を支える取組へと発展しています。

セミナープログラム

本年度の取り組み 3つの柱

01

02

03

下関の人事部プラットフォームの構築
地域の支援機関・企業が連携し、人材課題と事業承継課題の解決に向けたネットワークづくりを推進
します。

中小企業の人材確保・育成支援
副業人材活用、リスキリング推進を通じて、企業の持続的な成長を支援します。

事業承継支援の強化
相談支援やマッチング支援を通じて、円滑な事業承継の実現をサポートします。

について

オープニング・本日の流れ

経営課題解決につながる外部人材活用のポイント
副業・兼業人材を"人手"ではなく"右腕人材"として活用した企業事例を紹介。
マッチング成功のコツや、企業成長につながる活用の考え方をお伝えします。

副業人材の「受入側」と「担い手側」から見る実践事例
外部人材を受け入れて事業成長につなげてきた企業担当者であり、自身も副業・
兼業人材として地域企業に関わる実践者が登壇。双方の立場から見た成功の要
因や、成果につながる活用のコツをリアルな事例とともにご紹介します。

自社課題整理ミニワーク
自社が抱える課題や目指したい姿を整理し、副業・兼業人材の活用可能性に
ついて考えます。

事業説明・質疑応答
副業・兼業人材マッチング支援事業の内容や今後の流れをご案内します。セミ
ナーで学んだ内容を実際の人材活用につなげるための参加方法や支援内容につ
いてご説明し、ご質問にもお答えします。

経営課題解決につながる
外部人材活用のヒント

“右腕人材” 活用の
リアルな成功事例

自社課題や人材ニーズの整理

自社の未来や成長の方向性を
考える機会

このセミナーで得られること

人材不足や新規事業、販路開拓などの経営課題に対し、「副業・兼業人材」という選択肢を知り、自社での活用イメージ
を描くための参加型セミナーです。副業人材の「受入側」と「担い手側」の両方を経験する実践者が登壇し、成果につながっ
た関わり方や活用のポイントを紹介。ミニワークを通じて自社の課題を整理し、外部人材活用を考えます。


